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Ⅰ．評価対象動物用医薬品の概要 
１． 用途 

抗菌剤 
   

２．一般名 
和名：セフキノム 

   英名：Cefquinome 
 
３．化学名（セフキノム） 
   CAS (No.84957-30-2) 

英名：1-[[(6R,7R)-7-[[(2Z)-(2-Amino-4-thiazolyl)(methoxyimino)acetyl] 
amino]-2-carboxy-8-oxo-5-thia-1-azabicyclo[4.2.0]oct-2-en-3-yl] 

  methyl]-5,6,7,8-tetra 
 
４．分子式 
      C23H24N6O5S2 
 
５．分子量 
   528.60 
 
６．構造式                   
 
 
                                                    
 
 
 
 
７．使用目的及び使用状況等（参照 1、2、4、5） 
セフキノムは、牛の Pasteurella multocida、Pasteurella(Mannheimia) haemolytica

による肺炎の治療剤として旧へキスト社（現、インターベット インターナショナル社、

ドイツ）で開発された動物専用のセフェム系抗生物質であり、その後、牛の趾間腐爛及び

大腸菌性急性乳房炎あるいは子牛の大腸菌性敗血症の治療と効能拡大を行った。また、豚

へも効能拡大されており、P. multocida、Haemophilus parasuis, Actinobacillus 
pleuropneumoniae, Streptococcus suis 及びその他セフキノム感受性菌による豚呼吸器感

染症並びに乳房炎－子宮炎－無乳症症候群にも使用されている。 
本製品が最初に承認されたのはイギリスで、現在日本を含め 50 カ国以上で動物用医薬

品として承認されている。わが国では、2000 年 11 月に牛の肺炎（有効菌種 Pasteurella 
multocida、Pasteurella (Mannheimia) haemolytica）を適応症として、動物用医薬品の

輸入承認を受けている。 
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硫酸セフキノムを有効成分とする牛の注射剤（コバク

タン／セファガード）の再審査に係る食品健康影響評

価について 
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